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SDGｓ特 集　　　　持続可能な安曇野の未来のために！
　　私たち議員も小さなことをコツコツと
　SDGs に取り組んでいます。

SDGs 項目「５」
ジェンダー平等を実現しよう
　コロナ禍により低賃金、非正規で働く
女性が仕事を失い、DV 被害、自殺も増え、

「生理の貧困」も問題に。日本のジェンダー
ギャップ指数（‘22 年）は、146 カ国中
116 位という低さです。
　市の保育士の 7 割以上が、図書館司書
はほとんどが会計年度任用職員です。非
正規から正規へ。男女格差をなくす。ハ
ラスメント禁止。選択的夫婦別姓。

SDGs 項目「12」つくる責任　つかう責任
　19 年前に安曇野に移住したのは、自分の食べ
るものを自分で手がける農的な暮らしを実践す
るためでした。安曇野には消費だけでなく、生
産もできる豊かな農村環境があります。米作り
など持続可能な小さな自給農を営みながら、自
分の特性を発揮する「半農半 X（エックス）」の
ライフスタイルを安曇野内外に発信しています。

SDGs 項目「５」
ジェンダー平等を実現しよう
　議会は男の世界。もしかしてこれを読んで
いるあなたも、うなずいていらっしゃるので
はないかしら。日本の議会は、ジェンダー平
等の対極にあるような世界といっていいで
しょう。そんなところへやってきた私の目標
は、ジェンダーに配慮した議会を目指して、
日々行動していくことです。

SDGs 項目「12」つくる責任　つかう責任
　「今日の夕飯なに？」保育園や小学校から帰っ
てくると、毎日子どもたちから聞かれる言葉か
ら、カレンダーに夕食献立表を作成。今はホ
ワイトボードを活用。献立が決まっているので
余分なものを買う必要がなく楽です。食品ロス
削減にも繋がっています。私の母の口癖だった

「もったいない」の心をこれからも大切にしてい
きます。

SDGs項目「12」つくる責任　つかう責任
SDGs項目「13」気候変動に具体的な対策を
　私が取り組んでいるプチ SDGｓ。
　家庭菜園での野菜づくりと雨水を溜め活用をし
ています。
　自分で作る野菜は、菜園から台所（キッチン）に。
包装容器いらず輸送形態もなく、CO2 削減にも。

SDGs 項目「13」
気候変動に具体的な対策を
　自宅をリフォームする際、サッシは
すべてペアガラスにし、壁には断熱材
を入れて省エネ住宅にし、電化製品も
すべて省エネ製品に入れ替えました。
市の施策として、企業誘致する際、進
出するすべての企業の屋根に補助金を
出してでも太陽光パネルを設置する条
例を提言していくなかで、新築する一
般住宅にも拡大したい。

SDGs項目「13」気候変動に具体的な対策を
SDGs項目「16」平和と公正をすべての人に
　議長として、安曇野市議会の課題である ICT 化について、
議会運営委員会に諮問しています。
　多くの会議資料等をデジタル化することによって環境負
荷を軽減し、また開かれた情報へのアクセスが可能となれ
ば、さらに幅広い市民の皆さんへの情報提供が期待できま
す。

SDGs 項目「３」すべての人に健康と福祉を
　私は、ほぼ毎日徒歩で約 10 分、我が家の水田
に通い水の管理をしています。このことは、持続
可能な農業の推進と自分自身の健康面への配慮、
働きがい、更には気候変動やエネルギーへの関心、
陸域生態系への保護等日常生活における個人での
取り組みであると感じています。

SDGs 項目「７」エネルギーをみんなに　そしてクリーンに
　スイッチを押せば明かりがつく。エアコンから冷たい、あるい
は暖かい空気が出る。蛇口をひねれば水やお湯が出る。リモコン
を押せば好きなテレビが観られる。いずれも当たり前のことのよ
うに思えるが、結構無駄がある。こまめな省エネ努力は電気料が
安くなる。小さな日々の努力の積み重ねをしています。

SDGs 項目「１」貧困をなくそう
　自分は貧しい家庭に育ったため、大学は返済が免除され
る奨学金を受けて卒業し、教職に就きました。働いても働
いても貧乏だった父母を思い起こし、お金のために教育が
受けられず才能を伸ばすことができない子どもたちがいな
くなるように、少しでも役に立ちたいと考えています。世
界から貧困と戦争をなくしたい。

SDGs とは「Sustainable Development Goals」を略したもので、日本
では「持続可能な開発目標」とされ、国際社会共通の目標となっています。
2015 年 9 月に、150 カ国を超える世界のリーダーが参加して開かれた「国
連持続可能な開発に関するサミット」で決められました。17 の目標には、
貧困や飢餓などから、働きがいや経済成長、気候変動に至るまで、21 世紀
の世界が抱える課題が包括的に挙げられています。

それぞれの取り組みを紹介します。

も SDGｓ特集です。

４ページ
５ページ

© 鹿児島県

安曇野市議会は、「脱炭素社会づくりに向けた地域戦略」の議員
研修会開催など、SDGs について議会全体として、深くかかわ
る問題として取り組んでいます。

中村 今朝子 内川 集雄

増田 望三郎
小林 純子

井出 勝正 宮下 明博

猪狩 久美子
召田 義人

議長 平林　明

副議長 一志 信一郎
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SDGｓ特 集

SDGs 項目「14」海の豊かさを守ろう
　海洋プラスチックごみ問題は、海を汚すだ
けでなく、生物にも影響を与えます。長野県
には一見、関係なさそうな海の問題ですが、
長野県は川を通して海と繋がっています。海
をきれいにするには、上流に住んでいる私た
ちがゴミを出さない、汚さないことが大事で
す。海を見たら「海だ！」と叫ぶ長野県民。
川をきれいにしましょう。

SDGs 項目「11」
住み続けられるまちづくりを
　「安曇野に訪れる方々を花で彩られた素晴ら
しい景観でお迎えしよう！」というスローガ
ンのもと、市で行っている「アルプス花街道
事業」に参加しました。安曇野で作られた堆
肥を使って、マリーゴールドを定植しました。
場所は安曇野インター北側です。
　安曇野の景観を美しく保つことで、地域の
美化意識の向上を目指します！

SDGs 項目「15」陸の豊かさも守ろう
　私は市の最北端で、家業である肉牛の飼育を中心とし
た小規模農業を営んでいます。
　「家畜」がいる農家は極めてまれとなってしまいました
が、米や野菜作りの中で、家畜の役割には大きなものが
あります。畦草や野菜クズなどは牛たちが喜んで食べて
くれ、牛の糞尿は優良な堆肥となり農地に還元できます。
　営農による循環が、小さくとも持続可能な姿と言える
かもしれません。

SDGs 項目「７」
エネルギーをみんなに　そしてクリーンに
　持続可能なクリーンエネルギーとして、小
水力発電・太陽光発電・バイオマス発電など
があります。安曇野市は、水資源が豊富で、
地形的にも川や農業用水路に勾配があり小水
力発電には適しています。この小水力発電を
推奨します。
　この電力を地域で活用して、地産地消する
ことで新たなエネルギーの確保が可能です。

SDGs 項目「４」
質の高い教育をみんなに
　私自身が不登校でした。その経験から
も「教育・まなび」の重要性を認知して
いますし、すべての人が、多様な学びを
実践する中で、少しでも人生を豊かにし
ていくことが、幸福度に繋がります。
　SDGs のどの目標であってもこれが基
本であり、「持続可能な開発のための教育」
を受けた社会の担い手を増やすことが重
要です。

SDGs 項目「２」飢餓をゼロに
　日本では一人当たり毎日茶碗１杯の
ご飯が捨てられ、食料自給率は 37％ ( カ
ロリーベース ) 世界では９億人が飢餓状
態。日本も飢餓状態では？肥料や農薬
による作物や土壌、地下水の汚染や遺
伝子組み換え作物の安全性の問題とと
もに安曇野市の地産地消や農業後継者
の確保と密接に関わります。私もささ
やかな自然栽培をしています。

SDGs 項目「５」
ジェンダー平等を実現しよう
　政治や経済の男女格差の指数が世界
146 カ国中 116 位の日本。性差で役割を
固定化する社会は誰もが息苦しく、意思
決定の場に女性の姿が少ないことは多様
な声が政策や社会の動きに反映されにく
いと感じます。多様性を認め、前例に捉
われない柔軟な発想で固定観念から解放
されれば、身の回りの様々な課題が解決
に向かうと思います。

SDGs 項目「12」つくる責任　つかう責任
　生ごみは捨てない。ごみ処理場には捨てない。
土の中に捨てる。土にかえるのに、なんでごみ
袋につめて、水分で燃えづらいのに燃やすのだ
ろう。ってことに気付いたのは安曇野に住んで
から。野菜、肉、魚も油も OK なコンポスト（堆
肥化）。家庭菜園の片隅に穴を掘って、放り込ん
で土をかける。段ボールでもできる。土に拍手！

SDGs 項目「４」
質の高い教育をみんなに
　「すべての人々に対し、国や家庭・性
別に関係なく、平等に教育を受けられ
る機会を提供すること」です。質の高
い教育を受けることは、豊かに暮らす
ためにも経済の発展にも必要です。世
界では今なお続く戦争や紛争、貧困で、
学ぶ機会を奪われている人が多くいま
す。日本でも教育の変化の時を迎え、
さらなる充実が必要です。

SDGs 項目「12」つくる責任　つかう責任
　SDGｓを意識していたわけではありませんが、
我が家では昔から家庭で出る生ごみは全てコンポ
スト容器に入れて、発酵腐熟させ培養土として利
用しています。
　処理方法は、300ℓのコンポスト容器で 4 カ月
位の生ごみを処理しますが、途中でモミぬかを 3
回投入します。1 年位すると、悪臭もなくなりサ
ラサラした培養土になります。

SDGs 項目「６」安全な水とトイレを世界中に
　日本は、安全で衛生的に水を利用できる環境が整って
いますが、この様な国は世界でも数えるほどしかないと
のことです。
　この状況下、私たちができることは？シャワーの時間
を減らす、トイレの水を流す時に大小のレバーを使い分
ける、水道水の出力を調整する、水道水を使う時えんぴ
つサイズの出にするなど、できることからします。

SDGs 項目「７」
エネルギーをみんなに　そしてクリーンに
　照明器具は全てを発光ダイオード製に取り換えを済ませ、
省電力仕様の家電製品、主に冷蔵庫、空調機器に取り換え、
外灯は、太陽光電池で少しでも消費電力を抑えようと取り
組んでおります。及び、窓を二重、複層ガラスに換え、断
熱材を新しいものに敷き直すことなどでエネルギー効率を
高めようと悪戦苦闘中です。

前ページから

２ページ
３ページ

安曇野の未来のために！
日々の暮らしを見直し、ちょっとした行動をするだけ
でも SDGｓ 17 の目標達成に繋がります。
市民の皆さんも、ぜひ出来ることから始めませんか。

議員一人一人が「誰一人取り残さない」
社会の実現をめざし、次世代に引き継ぐために取り組み
未来への責任を果たしてまいります。

増井 裕壽

松枝　功

大竹 啓正

小林 陽子

辻谷 洋一 岡村 典明
林　孝彦

竹内 秀太郎

中村 芳朗

臼井 泰彦
橋本 裕二

矢澤 毅彦
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令和４年  ６月定例会
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伴
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。

・
令
和
３
年
度
の
実
績
等
を
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ま
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・
歳
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整
理
を
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に
、
３
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で
実
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。

可決

　一般会計補正予算の主なもの
◆補正予算（第１号）
・新型コロナ生活困窮者自立支援金支給事業	 １, ０９６万５千円
・ワクチン予防接種事業（12～ 17歳の３回目接種費用）	 ９９９万８千円
・安曇野ブランド情報発信事業（宿泊施設応援券の追加発行等）	 ３, ３５２万円
・移住定住推進事業（移住セミナー等のPR活動）	 １８５万円
・安曇野市の食材を使った和食フルコース事業（農産物ＰＲ活動）	 ５７万３千円
・消費拡大対策事業（あずさマルシェ）	 １５７万円

◆補正予算（第２号）
・新型コロナ対策事業（住民税非課税世帯等に給付金）	 １億９, ４５４万９千円
・ワクチン予防接種事業（４回目接種費用）	 ７, ２０５万９千円
・原油・物価高騰対策事業（事業者対象）	 ３億１, ３２７万９千円
・給食の食材費支援（小中学校、こども園、私立幼保事業所等）	 ２, ４６４万５千円
・堆肥等を利用した土づくりへの取り組みを支援	 ２４６万８千円

　令和４年６月議会が５月30日から６月
22日まで開催され、報告15件、議案18件、
議員提出議案１件、陳情２件を審議しまし
た。主な質疑と討論を紹介します。

補正前の予算額 補正額 補正後の予算額

第1号（議案第58号） 425億 5,700万円 1億1,500万円 426億 7,200万円

第2号（議案第60号） 426億 7,200万円 ６億700万円 432億 7,900万円

補正予算
審議

可　決一般会計補正予算（第１号・第２号）
令和４年度
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の
改
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小
企
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策
の
拡
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大
賛
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最

低
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１
５
０
０
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に
引
上
げ
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方
法
に
は
問
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あ
り
、
意
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示
さ
れ
た
や
り
方
で
は
日
本
企
業
の

国
際
競
争
力
は
低
下
し
て
し
ま
う
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最
低
賃
金
１
５
０
０
円
に
は
現
実

味
が
な
く
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制

度
に
は
無
理
が
あ
る
。
こ
の
30
年
間

大
き
な
年
収
の
伸
び
が
見
ら
れ
な
い

な
か
、
最
低
賃
金
は
１
０
０
０
円
を

目
指
す
の
が
現
実
的
で
あ
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最
賃
引
上
げ
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意
見
書
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理
想
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で
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あ
る
が
、
１
５
０
０
円
の
数
字

が
独
り
歩
き
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と
、
中
小
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の
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は
減
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事
業
拡
大

に
も
二
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む
だ
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う
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こ
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地
域
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与
え
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影
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懸
念
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。

　

融
資
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等
か
ら
、
市
内
の
中
小

企
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経
営
の
大
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さ
が
う
か
が
え

る
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岸
田
首
相
は
最
賃
１
０
０
０

　

政
府
与
党
内
で
も
最
賃
引
上
げ
と

全
国
一
律
化
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進
め
る
議
連
が
立
ち

上
が
り
推
進
し
て
い
る
。
東
京
一
極

集
中
の
是
正
と
地
方
の
労
働
者
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豊

か
に
す
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視
点
か
ら
も
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成
。
事
業

者
へ
の
支
援
策
は
当
然
に
必
要
。

　

先
進
国
で
は
最
低
賃
金
は
１
５
０

０
円
～
１
７
０
０
円
の
水
準
に
あ

る
。
そ
れ
に
見
合
っ
た
物
価
が
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
に
あ
る
以
上
、
日
本

で
も
１
５
０
０
円
以
上
の
最
低
賃
金

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
景
気
の
低

　

最
低
賃
金
労
働
者
の
収
入
よ
り
、

生
活
保
護
費
の
方
が
高
い
現
状
や
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
増
加
も
問
題
。

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
で
、
成
婚
率
や
出
生

率
の
向
上
、
人
口
減
少
問
題
の
解
消

に
も
つ
な
が
る
。

　

市
職
員
定
数
７
３
５
人
に
対
し
、

ほ
ぼ
同
数
の
非
正
規
職
員
が
い
て
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
様
相
。
最

低
賃
金
１
０
０
０
円
な
ら
賛
成
と
の

意
見
も
あ
る
が
、
月
１
４
０
時
間
働

い
て
月
収
14
万
円
に
し
か
な
ら
な

い
。
１
５
０
０
円
な
ら
21
万
円
だ
。

　

政
府
与
党
の
議
連
の
提
言
に
は
、

中
小
企
業
が
労
働
コ
ス
ト
を
適
正
に

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

コロナ禍の命とくらしを守る 補正予算を追加

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

難しい用語
を

少しだけ解
説します！

　 「
専
決
処
分
」
と
は

　

議
会
が
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
、
市
長
が

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
議
会
の
議
決
・
決
定
の

前
に
、
自
ら
処
理
す
る
こ
と
。
時
間
的
に
議
会
の
招
集
を

待
て
な
い
緊
急
の
場
合
等
に
で
き
る
が
、
専
決
処
分
の
後

に
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
議
案
の
提
出
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

解 

説
コ
ー
ナ
ー

円
と
言
っ
て
お
り
、
全
国
一
律

１
５
０
０
円
と
は
か
け
離
れ
て
い

る
。

迷
、
経
済
回
復
に
向
け
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
以
上
を
目
指
す
こ
と
に

よ
り
、
国
民
の
消
費
を
喚
起
し
、
デ

フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
日
本
経
済
の
高

度
化
を
促
す
原
動
力
に
な
る
。

価
格
に
転
嫁
で
き
る
仕
組
み
が
不
可

欠
と
あ
る
。
こ
の
25
年
間
実
質
賃
金

が
減
る
中
で
増
大
し
た
大
企
業
の
内

部
留
保
を
有
効
に
使
う
べ
き
で
あ

る
。◆令和４年第１回臨時会（７月７日開催）◆

　令和３年度の繰越予算となっていた堀金総合体育館大規模改修工事について、令和４年６月 29
日に一般競争入札に付した請負契約を締結するための議案を審議し、全会一致で可決した。契約
金額は 8 億 4,700 万円。

1 位 東京 1,041 円
2 位 神奈川 1,040 円
3 位 大阪 992 円
4 位 埼玉 956 円
5 位 愛知 955 円

・
・
・
17 位 長野 877 円
17 位 富山 877 円

・
・
・
最下位 高知 820 円
最下位 沖縄 820 円

都道府県別
最低賃金

ランキング
2021 年

（令和４年７月時点）

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
状
況
は
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
議
論
に
大
き
く
影
響

　3 ページ「市民の方からの生質問！ Q&A」　１つ目の A（小林委員長）の中で、２、４行目 の「移住
定住促進課」「移住定住促進係」は、正しくは「移住定住推進課」「移住定住推進係」でした。お詫び
して訂正いたします。

第 66 号の訂正
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総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
安
曇
野
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
含
む
議
案

３
件
を
５
月
30
日
に
、
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
と
陳
情
１
件
を
６
月
14
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

総
務
環
境

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

常
任
委
員
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ

い
て

議案第58号

陳情第２号

トピック

安曇野ご当地ナンバー申請へワクチン廃棄ゼロ・・
保健医療部の説明

待機児童ゼロ・・
教育部の説明

紙おむつのお持ち
帰り・・教育部の説明 　安曇野市は、自動車のナンバープレートに希望

する地名を表示できる「ご当地ナンバー」の実現
に向けて、池田町、松川村、生坂村が連携して取
り組むことで合意。住民アンケートを行う等、申
請に向けた具体的な取り組みを進めていく予定。

「 安 曇 野 」 と い う
地域ブランドとし
て観光振興に期待
したい。

　できるだけモデルナ製を
使っていただくように各医
院にお願いしており、令和
４年６月末の段階では、廃
棄という見込みはない。

　令和４年度は、保護者のニーズ
に応えられるように、空いている
部屋を使い未満児の受入れに努め
た。また、小規模園を１園開園し
たこともあり、待機児童を解消す
ることができた。

　なお、保護者が求職活動を休
止している、または特定園を希望
している潜在的待機児童は 31 人。

　紙おむつを各家庭に持ち帰
る対応を中止できないか検討
している。保護者の負担にな
らないように、どの方法がい
いか、しっかり
確認する。

　
継
続
審
査
の
経
過
に
つ
い
て
　

　
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
質
疑
か
ら
　

銀座 NAGANO しあわせ信州シェア
スペースのホームページより

安
曇
野
市
移
住
大
使
と
し
て
委
嘱
し
た
篠
原
信

一
さ
ん
へ
の
謝
礼
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
計
画
し
て
い
る
か
。

自
然
豊
か
な
本
市
に
移
住
し
、
家
庭
菜
園
程
度

の
農
業
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
施
策
は
あ
る
か
。

答答 問問
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
開
催
す
る
移
住
セ
ミ
ナ
ー

や
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
動
画
に
出
演
す

る
な
ど
、
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
お
願
い
す
る
。

地
域
再
生
法
に
よ
る
移
住
者
が
空
き
家
に
付
随
し

た
農
地
を
取
得
で
き
る
仕
組
み
を
近
々
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
。
空
き
家
に
付
随
す
る
農
地
な
ら
ば
、

農
地
法
に
よ
る
農
地
の
下
限
面
積
が
緩
和
さ
れ
、

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

令
和
４
年
３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
る
も
の
。
３
常
任
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
と
配
信
後
の
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信

を
求
め
る
陳
情
。

・
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
も
常
任
委
員
会
の
映
像

配
信
に
つ
い
て
、
議
長
の
諮
問
を
受
け
て
検
討
中
で

あ
る
。

・
県
内
で
常
任
委
員
会
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
っ
て
い
る

議
会
の
事
例
を
調
査
、
検
討
し
た
。

・
ラ
イ
ブ
配
信
を
前
提
と
し
た
議
事
進
行
に
つ
い
て
市

側
と
の
調
整
が
必
要
。
機
材
の
整
備
や
予
算
措
置
の

課
題
も
あ
る
の
で
、実
現
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る
。

常任委員会報告

　

陳
情
項
目
の
二
つ
の
内
、
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
に
つ
い

て
は
先
に
対
応
可
能
だ
が
、
も
う
一
つ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
に
つ
い
て
は
、
将
来
で
き

る
だ
け
早
く
や
り
た
い
気
持
ち
は
強
い
と
し
て
も
、
今

す
ぐ
に
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
で
（
一

括
採
択
の
原
則
に
よ
り
）不
採
択
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

ラ
イ
ブ
配
信
は
今
す
ぐ
で
き
な
い
こ
と
は
間
違
い
な

い
が
、
議
会
と
し
て
は
こ
の
陳
情
を
受
け
て
ラ
イ
ブ
配

信
も
で
き
る
よ
う
に
手
を
打
っ
て
い
く
と
い
う
前
向
き

な
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
は
ア
ー
カ
イ
ブ
の

配
信
を
な
る
べ
く
早
く
は
じ
め
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
と
い
う
方
向
で
や
っ

て
い
く
こ
と
を
表
明
す
る
た
め
の
陳
情
採
択
で
あ
る
。

※
可
否
同
数
の
た
め
委
員
長
裁
決
に
よ
り
、
不
採
択
と

し
た
。

　

地
区
の
説
明
会
で
は
、
豊
科
公
民
館
で
の
出
席
者
は

４
人
だ
っ
た
が
、
か
な
り
質
問
が
出
た
。
担
当
課
は
丁

寧
に
説
明
し
た
。

　

受
益
者
負
担
と
あ
っ
た
が
、
利
用
者
負
担
と
い
う
部

分
が
あ
る
。
学
校
の
施
設
で
あ
り
、
市
の
施
設
で
は
な

い
の
で
、区
別
す
べ
き
だ
。
こ
の
改
正
は
問
題
が
な
い
。

　

校
庭
使
用
料
は
値
上
が
り
す
る
が
、
照
明
代
が
ゼ
ロ

円
に
な
っ
て
い
る
。
体
育
館
に
関
し
て
は
、
値
下
が
り

し
て
い
る
。
大
き
な
負
担
を
か
け
る
変
更
で
は
な
い
。

小
林 

純
子
　
　
井
出 

勝
正

増
田 

望
三
郎

岡
村 

典
明

矢
澤 

毅
彦

橋
本 

裕
二

臼
井 

泰
彦

竹
内 

秀
太
郎
　
一
志 

信
一
郎

中
村 

芳
朗

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第60号

安
曇
野
市
学
校
施
設
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議案第57号
福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
含
む
議
案
４
件
を
６
月
15
日
に
、

令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
６
月
22
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

トピック

　

市
民
説
明
会
の
参
加
者
が
、
非
常
に
少
な
い
。
Ａ
Ｎ

Ｃ
ア
リ
ー
ナ
の
使
用
料
を
決
め
る
と
き
も
大
き
な
問
題

に
な
っ
た
。

　

公
共
施
設
の
受
益
者

負
担
に
つ
い
て
は
、
使

い
た
い
人
が
使
え
な
い

と
い
う
不
公
平
を
生
む

と
い
う
意
味
で
、
利
用

料
の
設
定
は
重
大
な
問

題
だ
。

　

認
定
こ
ど
も
園
や
私
立
認
定
こ
ど
も
園
、
認
定
外
保

育
等
に
お
い
て
、
食
材
費
高
騰
に
伴
う
給
食
メ
ニ
ュ
ー

へ
の
影
響
を
鑑
み
、
栄
養
価
を
下
げ
な
い
お
い
し
い
給

食
の
提
供
が
継
続
で
き
る
よ
う
認
定
こ
ど
も
園
給
食
運

営
費
７
２
２
万
４
千
円
増
額
で
、
支
援
を
行
う
。

　

同
様
に
、
市
内
小
中
学
校
に
教
育
総
務
費
１
７
２
１

万
４
千
円
の
増
額
、
幼
稚
園
に
幼
稚
園
費
20
万
７
千
円

の
増
額
で
、
支
援
を
行
う
。

　

教
育
部
か
ら
の
説
明 

・
・
給
食
費
支
援　

支
援

ペ
ー
ジ
へ

６
・
11

ペ
ー
ジ
へ

６
・
11
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常任委員会報告

　

中
小
企
業
へ
の
現
実
的
な
支
援
策
が
な
い
ま
ま
最
低

賃
金
１
５
０
０
円
以
上
と
な
れ
ば
地
方
の
飲
食
業
や
中

小
、
特
に
零
細
企
業
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
全
国
一
律

　

一
挙
に
１
５
０
０
円
と
い
う
数
字
が
出
て
き
て
違
和

感
を
感
じ
る
。
こ
れ
が
中
小
企
業
者
に
は
精
神
的
な
打

撃
に
な
る
。
更
に
は
、
安
曇
野
市
へ
企
業
進
出
を
図
る

事
業
者
は
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
の
で
反
対
す
る
。

　

最
低
生
計
費
で
見
る
と
大
都
市
と
地
方
都
市
で
は
差

が
な
い
。
９
３
０
円
で
は
年
収
が
約
１
７
０
万
円
で
、

若
者
が
独
立
出
来
な
い
。
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
こ
れ
に
起
因
す
る
物
価
高
騰
、

資
材
の
高
騰
だ
。
令
和
３
年
と
同
様
の
陳
情
だ
が
、
状

況
が
変
わ
っ
て
い
る
。
１
５
０
０
円
以
上
目
指
す
と
い

う
の
は
、
道
理
が
あ
る
。
中
小
企
業
支
援
策
も
セ
ッ
ト

で
求
め
て
い
る
の
で
賛
成
す
る
。

増
井 

裕
壽

猪
狩 

久
美
子

松
枝
　
功

宮
下 

明
博

大
竹 

啓
正

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
」
の
採
択
を
求

め
る
陳
情

陳情第４号

議案第58号

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

経
済
建
設

地
元
農
産
物
Ｐ
Ｒ
、
地
産
地
消
促
進
の
た
め
、

オ
ー
ル
安
曇
野
農
産
物
を
食
材
と
し
た
和
食
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
だ
が
、
な
ぜ
和
食
な
の
か
。

Ａ
Ｎ
Ｃ
ア
リ
ー
ナ
の
個
人
予
約
は
、
ネ
ッ
ト
予

約
で
は
な
く
電
話
予
約
の
み
の
理
由
に
つ
い
て
。

　

公
営
住
宅
の
家
賃
は
、
法
令
に
よ
り
、
建
設

後
の
経
過
年
数
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

建
て
替
え
を
行
う
と
経
過
年
数
が
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
る
た
め
、
改
修
に
比
べ
る
と
家
賃
は
高
く

な
り
ま
す
。

市
営
住
宅
穂
高
団
地
改
修
工
事
だ
が
、
１
棟
（
３

戸
）
約
６
千
万
円
か
か
る
と
い
う
が
、
費
用
対

効
果
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
。

答答答 問問問
郷
土
料
理
と
い
う
こ
と
で
ま
ず
ワ
サ
ビ
を
考
え

た
。
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
横
山
タ
カ

子
さ
ん
に
、
ワ
サ
ビ
を
使
い
ア
レ
ン
ジ
し
た
料

理
を
お
願
い
し
て
い
る
。「
一
汁
四
菜
」
の
メ

ニ
ュ
ー
で
公
表
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
洋

食
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

無
断
で
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
無
責
任
な
予
約
に
な
ら
な
い
よ

う
規
則
の
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
団
体
に
資

格
を
与
え
る
方
法
を
取
っ
て
い
る
。

建
て
替
え
だ
と
一
番
安
い
家
賃
４
３
０
０
円
が

２
万
円
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
今
回
の
改

修
だ
と
約
１
万
円
ほ
ど
だ
。
住
宅
に
困
窮
す
る

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
含
む
議
案
７
件
、
陳
情
１
件
を
６

月
16
日
に
、
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
６
月
22
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

　

そ
の
他
の
質
問
　

　

解
説
コ
ー
ナ
ー
　

　

補
正
予
算
に
対
す
る
主
な
質
疑
　

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

52号 安曇野市三郷小倉多目的研修集会施設条例の一部を
改正する条例

原案
可決

53号 安曇野市南小倉林業研修集会施設条例を廃止する条例

54号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例

55号 室山アグリパーク条例の一部を改正する条例

56号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例

59号 市道の認定について

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

50号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

原案
可決51号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

57号 安曇野市学校施設使用条例の一部を改正する条例

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

２号
（継続） 常任委員会のインターネット配信について 不採択

４号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情書 採択

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

47号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決

48号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例

49号 安曇野市会計年度任用職員の給料等及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

58号 令和４年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）

60号 令和４年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）

61号 令和４年度　安曇野市消防団小型動力ポンプ付積載
車及び指揮広報車の購入に係る売買契約について

62号 令和４年度　凍結防止剤散布車購入に係る売買契約
について

63号 令和４年度　安曇野市営住宅穂高団地（23 号から
34 号）改修工事請負契約について

64号 令和４年度債務負担行為　三郷西部認定こども園
建設事業　建築主体工事請負契約について

65号 令和３年度（明許繰越）堀金総合体育館　大規模
改修工事請負契約について

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

４号 令和３年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書
について

受理

５号 令和３年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書
について

６号 令和３年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書に
ついて

７号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（公用車事故に関すること）

８号 債権放棄の報告について（生活保護費返還金等に係る
債権）

９号 債権放棄の報告について（水道料金及び農業集落排水
施設使用料に係る債権）

10号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市税
条例等の一部を改正する条例）

承認

11号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市国民
健康保険税条例の一部を改正する条例）

12号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
安曇野市一般会計補正予算（専決第２号））

13号
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（専決第１
号））

14号
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第
１号））

15号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
安曇野市介護保険特別会計補正予算（専決第１号））

16号
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（専決
第１号））

17号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
安曇野市有明荘特別会計補正予算（専決第１号））

18号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
安曇野市一般会計補正予算（専決第１号））

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

６号 最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を
求める意見書

原案
可決

６月定例会・第１回臨時会で審議した結果です

令和４年 ６月定例会・第１回臨時会

改修工事を待つ市営住宅穂高団地

方
へ
低
廉
な
家
賃
で
、
と
い
う
の
が
目
的
だ
。

全議案のうち賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤
　
毅
彦

中
村
　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

増
井
　
裕
壽

岡
村
　
典
明

辻
谷
　
洋
一

橋
本
　
裕
二

臼
井
　
泰
彦

小
林
　
陽
子

松
枝
　
　
功

竹
内
秀
太
郎

中
村
今
朝
子

林
　
　
孝
彦

井
出
　
勝
正

増
田
望
三
郎

猪
狩
久
美
子

召
田
　
義
人

内
川
　
集
雄

宮
下
　
明
博

小
林
　
純
子

一
志
信
一
郎

平
林
　
　
明

陳　情
第２号

（継続）
常任委員会のインターネット配信につい
て ６／22 不採択 × × × ○ × × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × 議

陳　情
第４号

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情書 ６／22 採択 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × 議

議員提出
第６号

最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充
を求める意見書 ６／22 採択 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × 議

議員名

議案名

　

最
低
賃
金
の
上
昇
を
阻
む
原
因
は
、
デ
フ
レ
だ
。
デ

フ
レ
脱
却
の
第
一
歩
は
継
続
的
な
企
業
支
援
だ
。
そ
れ

が
あ
っ
て
初
め
て
最
低
賃
金
の
上
昇
が
望
め
る
。
陳
情

で
は
、
最
も
必
要
な
財
政
出
動
で
、
中
小
企
業
や
地
方

に
対
し
て
の
支
援
を
求
め
て
い
る
の
で
賛
成
す
る
。

１
０
０
０
円
を
目
指
す
こ
と
は
必
要
だ
が
、
現
実
的
で

な
い
１
５
０
０
円
以
上
と
い
う
の
は
反
対
。
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ペ
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

３
セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
こ
と
は
事
実

上
困
難
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
今

後
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
集
約
化
に

つ
い
て
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
数
の
推
移
、各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
厨
房
機
器
等
の
更
新
時
期
を
踏
ま
え

て
検
討
し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
須
砂
渡
渓
谷
を
安
全
・
安
心
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
に
は

安曇野市堀金学校給食センター

　
問	

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
４
施
設
の
統
廃
合

等
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
３
月
末
に
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
へ
答
申
が
あ
り
、
市
並
び

に
教
育
委
員
会
は
、
答
申
を
基
に
、
４

月
１
日
、
令
和
４
年
度
の
新
年
度
よ
り

学
校
給
食
課
を
新
設
し
、
こ
の
問
題
に

当
た
っ
て
き
た
。
現
時
点
で
の
方
向
性

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
３
月

に
提
出
さ
れ
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
の
答
申
書
で
は
、
安
曇
野
市

総
合
教
育
会
議
で
審
議
、
承
認
さ
れ
た

安
曇
野
市
立
小
・
中
学
校
の
将
来
構
想

に
掲
げ
る
小
中
一
貫
教
育
を
踏
ま
え
た

食
育
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
が

提
言
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
答
申

書
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
小
中
一
貫
教
育

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
同
一
学
区

の
小
・
中
学
校
へ
は
同
一
セ
ン
タ
ー
か

ら
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
す
る
考
え
方
に
賛
同
し
、
こ
れ
に
沿

	

っ
て
実
現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
か
ら

同
一
学
区
の
小
中
学
校
は

同
一
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

会派 あづみ野
一志 信一郎

　
問	

新
総
合
体
育
館
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
う

よ
う
周
辺
道
路
の
改
良
工
事
を
要
請
し

た
が
、
ま
だ
未
整
備
の
状
態
で
あ
る
。

令
和
４
年
１
月
17
日
に
は
、
体
育
館
西

側
交
差
点
内
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。

交
差
点
の
早
期
改
良
と
、
体
育
館
の
東

側
及
び
交
差
点
の
西
側
道
路
の
改
良
工

事
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設	

全
体
計
画
延
長
８
４
０
ｍ
の
う
ち
、
体

育
館
前
の
１
８
０
ｍ
が
完
成
し
て
い
る
。

交
差
点
部
は
、
令
和
４
年
度
工
事
着
手

の
予
定
。
体
育
館
か
ら
東
に
つ
い
て
は
、

一
部
に
つ
い
て
令
和
４
年
度
着
手
予
定
。

こ
の
路
線
は
、
合
併
特
例
債
を
財
源
と

し
て
い
る
の
で
、
活
用
期
限
で
あ
る
令

和
７
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　
問	

市
道
豊
科
１
級
26
号
線
の
未
開
通
箇
所

（
豊
科
吉
野
地
籍
４
２
０
ｍ
）
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
、
用
地
交
渉
を
始
め
た
年

度
は
い
つ
で
、
地
権
者
数
と
現
在
ま
で

の
用
地
取
得
者
は
何
人
か
。
ま
た
、
直

近
の
契
約
者
は
い
つ
か
。
合
併
特
例
債

の
活
用
期
限
で
あ
る
令
和
７
年
度
ま
で

に
完
成
す
る
の
か
伺
う
。

建
設	

平
成
15
年
度
４
人
の
地
権
者
と
契
約
を

締
結
し
て
以
降
18
年
間
に
な
る
。
地
権

者
24
人
、
契
約
締
結
者
は
12
人
、
直
近

の
契
約
者
は
平
成
30
年
度
の
１
人
で
あ

る
。
重
要
な
路
線
で
あ
る
の
で
合
併
特

例
債
活
用
期
限
で
あ
る
令
和
７
年
度
の

完
成
を
目
指
し
た
い
。

　
問	

豊
科
駅
西
側
地
域
の
整
備
開
発
と
豊
科

駅
西
口
の
開
設
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

既
存
市
街
地
に
都
市
機
能
の
集
約
を
行

い
、
交
通
の
拠
点
と
な
る
駅
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
施
策
だ

と
認
識
し
て
い
る
が
、
大
規
模
事
業
の

た
め
十
分
な
検
討
が
必
要
だ
。

遅
れ
て
い
る
幹
線
道
路
の

改
良
工
事
に
つ
い
て

会派 あづみ野
竹内 秀太郎

体育館西側の死亡事故があった交差点

Ｊ
Ｒ
豊
科
駅
西
側
の
整
備
開
発

　
問	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
拡
充
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
応
分
が
創
設
。
本
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長	

物
価
高
騰
分
と
し
て
学
校
及
び
保
育
事

業
所
の
給
食
材
料
費
の
負
担
を
軽
減
し
、

給
食
費
の
値
上
げ
を
抑
え
る
。
市
内
事

業
者
へ
の
経
済
支
援
を
検
討
。

　
問	

学
校
、
公
立
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園

の
食
材
調
達
の
現
状
は
。

教
部	

食
料
品
価
格
は
前
年
同
月
比
４
％
上
昇
。

栄
養
士
が
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
質
、
量
を
保
っ
た

給
食
が
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
問	

物
価
高
騰
分
と
し
て
、
私
立
の
保
育
園

や
認
可
外
保
育
施
設
等
に
対
す
る
支
援

も
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

教
部	

公
立
園
と
同
様
に
対
応
し
て
い
く
。

　
問	

給
食
費
等
の
負
担
軽
減
の
中
に
は
、
介

護
施
設
等
の
食
事
の
提
供
も
含
む
と
あ

る
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

福
祉	

令
和
３
年
12
月
、
こ
の
交
付
金
を
活
用

し
て
衛
生
用
品
を
配
布
し
、
負
担
軽
減

を
図
っ
た
。
介
護
保
険
事
業
所
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
追
加
の
経
済
支
援
で

検
討
し
て
い
く
。

　
問	

市
民
か
ら
、「
も
っ
た
い
な
い
の
精
神

	

で
や
っ
て
み
よ
う
よ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
提

案
を
貰
っ
た
。マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー

に
し
て
、
配
布
し
啓
発
し
て
は
。

生
活	

ご
み
・
資
源
物
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
キ

	

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
記
載
し
啓
発
す
る
。

　
問	

無
料
で
、
安
曇
野
の
水
を
給
水
で
き
る

場
所
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
。

水
道	

市
内
飲
食
店
等
に
無
料
提
供
の
協
力
を

依
頼
し
て
い
る
。
順
次
広
報
す
る
。

物
価
高
騰
等
に
対
す
る

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は

会派 あづみ野
中村 今朝子

　

身
近
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

し
て
い
る
。

　
問	

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
４
分
の
１
面
、
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
半
面
し
か
申
し
込
め
な
い
予

約
の
改
善
を
強
く
希
望
す
る
が
。

商
工	

予
約
方
法
を
変
更
し
た
場
合
に
、
４
分

の
１
面
で
も
、
十
分
利
用
で
き
る
小
さ

な
団
体
等
の
利
用
機
会
を
減
ら
し
て
し

ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
抽
せ
ん
予

約
は
当
面
の
間
現
行
の
運
用
と
し
、
１

年
程
度
利
用
状
況
等
の
実
績
を
十
分
把

握
し
た
上
で
、
利
用
者
に
と
っ
て
本
当

に
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
予
約
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
宮
城
浄
化
槽
に
つ
い
て

政和クラブ
辻谷 洋一

Ａ
Ｎ
Ｃ
ア
リ
ー
ナ
の
利
活
用
と

予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
問	

利
用
率
及
び
、
ど
の
よ
う
な
種
目
の
人

た
ち
の
利
用
が
多
い
か
。

商
工	

新
規
利
用
の
受
付
を
停
止
し
て
い
た
期

間
を
除
い
た
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
４
月
末

ま
で
の
平
均
利
用
稼
働
率
は
、
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
が
31
・
９
％
、
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
33
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
利
用
頻

度
が
高
い
種
目
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

等
で
、
１
回
に
つ
き
２
時
間
程
度
の
利

用
が
多
い
。
ま
た
、
多
く
の
人
々
に
利

用
さ
れ
て
る
時
間
帯
は
、
平
日
の
夜
間

と
土
日
祝
日
の
日
中
と
な
っ
て
い
る
。

　
問	

な
ぜ
、
抽
せ
ん
予
約
の
段
階
で
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
４
分
の
１
面
、
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
半
分
の
予
約
し
か
取
れ
な
い
設
定
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

商
工	

少
人
数
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
が
利
用
料

金
を
安
く
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

設
定
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
。
小
規
模
、
４
分
の
１

面
だ
け
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
団

体
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
等
19
団

体
で
、
週
に
一
度
程
度
の
頻
度
で
利
用

フットサルを楽しむ市民団体
（ANC アリーナ）

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

　
問	

物
価
高
騰
、
市
民
を
支
援
す
る
臨
時
交

付
金
の
額
や
使
い
方
は
。

市
長	

交
付
金
３
億
８
３
３
２
万
４
千
円
。
物

価
高
騰
の
緩
和
に
対
応
す
る
。
ま
ず
低

所
得
者
支
援
の
子
育
て
支
援
に
使
い
、

保
育
園
や
学
校
の
給
食
の
食
材
高
騰
や

原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
内

事
業
者
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

　
問	

夏
の
電
気
代
や
冬
の
灯
油
代
は
ど
う
か
。

福
祉	

気
象
等
見
通
せ
ず
実
施
予
定
は
な
い
。

　
問	

肥
料
や
飼
料
高
騰
に
、
農
家
支
援
は
。

農
林	

肥
料
は
国
の
制
度
創
設
を
注
視
。
飼
料

は
配
合
飼
料
価
格
畜
産
安
定
基
金
の
運

用
に
な
る
。

　
問	

低
所
得
者
の
家
賃
補
助
は
。

福
祉	

現
制
度
を
活
用
し
、
住
居
を
失
う
恐
れ

の
あ
る
人
は
福
祉
部
や
社
協
の
「
ま
い

さ
ぽ
安
曇
野
」
に
相
談
を
。

　
問	

緊
急
小
口
資
金
や
総
合
支
援
資
金
の
利

用
に
つ
い
て
社
協
と
福
祉
部
の
連
携
は
。

福
祉	

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
情
報
を
共

有
し
て
相
談
者
に
寄
り
添
っ
て
い
く
。

　
問	

食
品
高
騰
の
今
、
学
生
応
援
便
は
。

生
活	

感
染
状
況
で
必
要
と
判
断
し
た
場
合
。

　
問	

消
費
税
の
引
下
げ
や
イ
ン
ボ
イ
ス
の
中

止
を
国
に
強
く
求
め
る
べ
き
で
は
。

商
工	

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
国
の
制
度
で
あ
り

市
と
し
て
は
小
規
模
事
業
者
支
援
を
最

優
先
に
実
施
し
て
い
く
。

　
問	

曽
根
原
家
の
よ
う
な
文
化
財
の
維
持
管

理
は
大
変
と
聞
く
。
保
全
と
活
用
は
。

教
長	

維
持
管
理
に
課
題
が
あ
り
、
地
域
で
活

動
す
る
皆
さ
ん
と
英
知
を
結
集
し
活
用

を
進
め
る
。
正
式
な
寄
付
の
申
し
出
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

教
部	

現
在
、
県
は
文
化
財
保
護
活
用
大
綱
を

策
定
中
。
市
も
参
考
に
策
定
の
予
定
。

物
価
高
騰
、
一
番
の
薬
は

消
費
税
引
き
下
げ
だ
！

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

板ぶき屋根と押さえの石が美しい
重要文化財の曽根原家住宅と屋敷林

　
問	

市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
県
内
19
市
中

16
番
目
。
国
の
推
計
で
２
０
４
５
年
に

は
市
の
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）

が
２
０
１
５
年
対
比
３
分
の
２
に
縮
小

す
る
。
今
の
ペ
ー
ス
で
子
ど
も
や
若
者

が
減
っ
て
い
っ
た
場
合
の
未
来
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
勤
労
世
代
の
力
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
具
体
策
は
。
市
の

活
力
を
測
る
上
で
最
も
気
に
留
め
て
い

る
統
計
的
指
標
は
。

市
長	

市
で
は
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
４
０
年

ま
で
の
間
、
生
産
年
齢
人
口
が
約
１
万

人
減
少
す
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
数
値
は
注
目
す
べ
き
。
住
む
地
域
に

お
け
る
働
き
先
の
豊
富
さ
に
比
例
す
る

と
考
え
る
。
就
職
や
住
む
と
こ
ろ
、
１

次
産
業
か
ら
３
次
産
業
ま
で
様
々
な
分

野
に
お
い
て
安
曇
野
市
へ
の
流
入
を
図

る
施
策
を
考
え
る
。

　
問	
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
、
ま
た

市
の
個
性
を
際
立
た
せ
る
目
的
を
持
っ

て
、
事
業
仕
分
け
や
全
市
的
な
倹
約
を

実
施
し
、(
子
育
て
支
援
等
に
使
え
る)

大
き
な
財
源
を
用
意
す
る
予
定
は
。

市
長	

令
和
２
年
度
決
算
で
は
一
般
財
源
約

２
７
０
億
円
の
う
ち
経
常
経
費
の
充
当

に
２
３
３
億
円
。
こ
れ
は
節
約
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
部
分
。
健
全
財
政
を
維

持
し
必
要
性
に
応
じ
投
資
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
増
え
続
け
る
事
業
系
ご
み
と
生
ご
み
の
水
分

〇
市
職
員
は
庁
舎
内
で
弁
当
ご
み
等
を
捨
て
て

良
い
の
で
は

〇
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
米
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
拡
充

〇
国
際
線
機
内
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
動
画
の
可
能
性
、

な
ど

財
源
に
つ
い
て

無会派（会派）
橋本 裕二

「生ごみ」を減らして財源を節約しよう！

歴
史
的
文
化
財
や
景
観
を
町
づ
く
り
に

政和クラブ
中村 芳朗

　
問	

三
郷
地
域
の
畜
産
悪
臭
問
題
に
つ
い
て
、

前
市
長
に
令
和
２
年
９
月
に
三
郷
地
域

畜
産
悪
臭
対
策
協
議
会
か
ら
の
申
入
れ

を
行
い
、
同
年
10
月
、
市
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。
市
長
に
就
任
し
７
カ
月
余
り

だ
が
、
三
郷
地
域
の
畜
産
悪
臭
問
題
に

つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

市
長	

こ
の
畜
産
悪
臭
問
題
に
つ
い
て
は
、
悪

臭
解
消
に
向
け
て
協
議
が
継
続
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
私
自
身

も
周
辺
に
出
向
い
た
と
き
に
臭
い
を
感

じ
た
こ
と
も
あ
る
。
農
林
部
で
は
、
家

畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利

	

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

適
正
な
家
畜
管
理
や
施
設
管
理
を
助
言

指
導
し
て
い
る
。
市
民
生
活
部
で
は
、

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
臭
気
指
数
規
制

を
実
施
し
て
い
る
。
臭
気
測
定
お
よ
び

	

苦
情
件
数
か
ら
は
一
定
の
成
果
が
上
が

	

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し

全
面
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
畜

産
臭
気
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き

続
き
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問	

公
害
監
視
員
の
巡
回
と
臭
気
モ
ニ
タ
ー

か
ら
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
地

域
住
民
の
苦
情
等
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

生
活	

公
害
監
視
員
は
、
三
郷
地
域
住
民
２
人

に
委
託
し
週
１
回
巡
回
し
て
臭
気
と
清

掃
状
況
の
確
認
。
臭
気
モ
ニ
タ
ー
は
三

郷
地
域
住
民
16
人
で
毎
日
自
宅
に
お
い

て
臭
気
強
度
数
を
嗅
覚
で
調
査
。
住
民

か
ら
の
苦
情
は
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
24

年
度
の
６
分
の
１
に
減
少
、
令
和
２
年

度
は
28
件
、
令
和
３
年
度
は
18
件
。
主

に
悪
臭
と
農
地
へ
の
堆
肥
の
野
積
み
。

苦
情
時
や
規
制
値
超
過
の
と
き
は
職
員

が
現
地
確
認
を
行
い
指
導
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
落
ち
葉
・
剪
定
用
ご
み
袋
に
つ
い
て

畜産施設南側の黒沢川の桜並木
（臭気が無ければ桜の名所）

三
郷
地
域
の
畜
産
悪
臭

対
策
に
つ
い
て

　
問	

商
業
を
継
続
さ
せ
る
一
つ
の
策
と
し
て
、

芸
術
・
文
化
の
振
興
が
あ
る
。
ま
た
、

芸
術
・
文
化
の
振
興
の
一
つ
と
し
て
、

芸
術
系
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
の
設
置
が
あ
る
。
さ
て
、
芸
術
系
大

学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
市
長
に
伺
う
。

市
長	

具
体
的
に
は
、
東
京
芸
術
大
学
。
東
京

芸
術
大
学
の
学
生
が
一
定
期
間
、
安
曇

野
の
よ
う
な
風
光
明
媚
で
芸
術
の
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
く
場
所
に
住
み
、

芸
術
を
高
め
て
い
き
た
い
と
い
う
話
が

あ
っ
た
。
令
和
４
年
に
つ
い
て
は
、
東

京
芸
術
大
学
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

滞
在
し
て
芸
術
活
動
を
す
る
と
と
も
に
、

中
学
生
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
て
、
そ
の
間
に
作
品
を
制
作
し
た

い
。
令
和
５
年
度
以
降
、
東
京
芸
術
大

学
の
学
生
が
滞
在
し
て
、
市
民
と
交
流

し
、
ま
た
、
芸
術
活
動
を
育
む
と
い
う

こ
と
を
順
次
進
め
て
い
く
。

　
問	

各
地
区
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施
設

の
設
備
、
建
物
の
状
況
は
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
改
め
て
思
う
が
、
各
地

区
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施
設
ば
か

り
で
は
な
く
、
施
設
全
体
の
今
後
を
考

え
る
時
期
に
来
た
の
で
は
な
い
か
。

福
祉	

各
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
長
寿
命
化
計
画
等
に
基
づ
き
、
実

施
計
画
に
位
置
づ
け
、
整
備
を
し
て
い

く
。
今
後
の
在
り
方
を
含
め
た
議
論
を

始
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
来
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
で
、
指

定
管
理
者
等
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

芸
術
・
文
化
の
振
興
か
ら

商
業
を
継
続
さ
せ
る
方
策

会派 あづみ野
岡村 典明

老朽化がすすむ豊科老人福祉センター

地
域
の
福
祉
・
保
健
医
療
に
つ
い
て
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
問	

西
山
山
麓
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

市
長	

様
々
な
集
客
施
設
が
集
ま
る
、
観
光
基

本
計
画
の
重
要
な
地
点
で
あ
り
、
周
辺

自
治
体
と
も
連
携
し
て
広
域
的
に
観
光

誘
客
を
図
る
地
域
と
し
た
い
。

　
問	

公
園
、
足
湯
、
日
帰
り
温
泉
施
設
、
農

産
物
直
売
所
等
の
一
体
的
な
運
営
は
。

商
工	

指
定
管
理
者
同
士
が
連
携
し
て
い
る
が
、

今
後
は
関
係
者
で
意
見
交
換
し
、
公
園

も
活
用
し
エ
リ
ア
一
体
の
誘
客
を
図
る
。

　
問	

足
湯
利
用
者
の
ト
イ
レ
利
用
が
不
便
だ
。

商
工	

夜
間
利
用
に
つ
い
て
は
、
周
辺
施
設
の

利
用
を
含
め
改
善
方
法
を
検
討
す
る
。

　
問	

運
営
が
厳
し
い
農
産
物
直
売
所
支
援
は
。

農
林	

情
報
発
信
や
直
売
所
連
携
を
強
化
す
る
。

現
在
は
職
員
が
定
期
訪
問
し
、
情
報
交

換
や
修
繕
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
問	

納
付
金
制
度
の
見
直
し
は
。

総
務	

納
付
困
難
な
場
合
の
減
免
等
の
判
断
は

所
管
部
局
が
行
う
。

　
問	

小
中
学
校
で
の
が
ん
教
育
の
状
況
は
。

教
部	

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
が
厳
し
い
が
、
令
和

３
年
度
は
小
学
校
１
校
で
実
施
し
た
。

　
問	

15
～
39
歳
（
Ａあ

や
Ｙ
Ａ
世
代
）
の
支
援
は
。

福
祉	

身
障
者
手
帳
や
福
祉
医
療
該
当
者
に
ス

ト
マ
給
付
等
負
担
軽
減
制
度
が
あ
る
。

保
健	

必
要
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
る
。

　
問	

ウ
イ
ッ
グ
や
人
工
乳
房
等
の
助
成
は
。

保
健	

市
で
は
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
。

　
問	

男
性
の
が
ん
患
者
支
援
と
し
て
、
ト
イ

レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
は
。

総
務	
男
性
ト
イ
レ
個
室
へ
設
置
を
検
討
す
る
。

　
問	
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
の
支
援
は
。

保
健	

３
歳
児
以
下
６
人
の
対
象
病
児
が
い
る
。

福
祉
部
等
と
連
携
し
、
支
援
す
る
。

　
問	

ケ
ア
児
支
援
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
は
。

福
祉	

障
害
保
健
福
祉
圏
域
で
の
協
議
会
に
て
、

協
議
を
進
め
た
い
。

政和クラブ
小林 陽子

西
山
山
麓
の
市
施
設
の

一
体
的
な
活
用
を

が
ん
対
策
と
若
年
層
の
療
養
支
援
対
策

2019 年に整備された温泉公園

　
問	

市
役
所
１
階
と
４
階
の
女
性
用
ト
イ
レ

に
、
生
理
用
品
の
無
料
配
布
用
の
カ
ー

ド
が
置
か
れ
て
い
る
。
生
理
用
品
そ
の

も
の
が
備
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
気
兼
ね

な
く
使
え
る
は
ず
だ
が
。

政
策	

令
和
３
年
５
月
か
ら
無
料
配
布
を
始
め
、

令
和
４
年
４
月
末
で
２
９
４
パ
ッ
ク
を

配
布
し
た
。
試
験
的
に
６
月
１
日
か
ら

庁
舎
１
階
西
側
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
置
い
て
い
る
。
無
料
配
布
に
つ

い
て
引
き
続
き
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
問	

試
験
的
で
な
く
予
算
化
し
、
常
備
品
と

し
て
備
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

政
策	

災
害
備
蓄
品
、
市
民
か
ら
の
寄
付
で
確

保
し
て
い
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
予
算
で

購
入
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

児
童
生
徒
数
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
不

登
校
児
童
生
徒
数
は
増
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
現
状
を
ど
う
見
る
か
。

教
長	

一
概
に
不
登
校
が
増
え
て
い
る
原
因
は

何
か
と
い
う
こ
と
は
捉
え
に
く
い
。
学

校
関
係
者
や
家
庭
、
関
係
機
関
が
連
携

し
て
組
織
的
、
継
続
的
に
支
援
に
あ
た

る
。
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
学
び
の
環
境

づ
く
り
が
大
切
だ
。

　
問	

不
登
校
当
事
者
の
学
習
支
援
や
居
場
所

の
提
供
、
保
護
者
活
動
を
支
え
て
い
る

民
間
機
関
・
団
体
と
の
連
携
は
。
ま
た
、

補
助
金
な
ど
の
支
援
は
あ
る
か
。

教
部	

教
育
委
員
会
事
務
局
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
学
校
職
員
な
ど
が
民
間
施

設
を
訪
問
、
懇
談
な
ど
を
行
っ
た
。
令

和
３
年
度
は
、
38
人
が
民
間
施
設
を
利

用
し
た
。
出
席
扱
い
を
認
め
る
、
活
動

の
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、連
携
を
行
っ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
公
的
支
援
が
可

能
か
、
既
に
検
討
を
始
め
て
い
る
。

生
理
用
品
の
無
料
配
布

か
ら
考
え
る

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

政和クラブ
松枝 　功

　
問	

脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
と
き
、
森
林
は

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
が
、
人
間
と
森
林
と
の
関
係

は
疎
遠
と
な
り
、
森
林
の
荒
廃
も
進
ん

で
い
る
。
市
の
森
林
や
里
山
整
備
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
聞
き
た
い
。

市
長	

市
内
の
森
林
は
成
熟
し
、
高
齢
化
に
伴

い
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
を
伐き

っ
て
、
利
用
し
て
、
植
え
る

と
い
う
持
続
可
能
な
循
環
利
用
を
確
立

し
た
い
。
里
山
の
大
切
さ
も
、
環
境
教

育
を
含
め
て
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
問	

市
内
森
林
の
３
分
の
２
は
民
有
林
。
持

ち
主
や
境
界
が
分
か
ら
ず
荒
廃
が
進
む
。

こ
の
状
態
を
解
消
す
る
た
め
の
国
の
施

策
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の

も
と
で
、
市
に
も
交
付
が
始
ま
っ
て
い

る
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
の
状
況
は
。

農
林	

交
付
さ
れ
た
譲
与
税
は
基
金
に
積
み
、

支
出
に
併
せ
て
活
用
し
て
い
く
。
現
在

の
基
金
残
高
は
３
７
０
０
万
円
ほ
ど
で
、

令
和
４
年
度
も
２
３
０
０
万
円
ほ
ど
の

収
入
を
見
込
む
。
令
和
５
年
度
か
ら
譲

与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
を
進
め
る

が
、
現
在
は
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
問	

現
在
の「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」の
下
で
も
、

民
有
林
所
有
者
が
自
分
の
山
の
木
を
伐

る
と
な
れ
ば
「
赤
字
」
と
聞
く
。
打
つ

手
を
考
え
て
い
る
か
。

農
林	

民
有
林
の
「
皆か

い
ば
つ伐
」
へ
も
、
今
後
は
支

援
策
が
必
要
と
捉
え
て
お
り
、
譲
与
税

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
。

　
問	

明
科
地
域
の
荻
原
地
区
で
は
、
松
枯
れ

対
策
の
「
更こ

う
し
ん
ば
つ

新
伐
」
を
機
に
、
地
域
の

里
山
を
住
民
組
織
中
心
に
守
り
育
て
る

活
動
が
進
ん
で
い
る
が
、
他
地
区
に
も

広
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

農
林	

譲
与
税
は
幅
広
く
活
用
で
き
、
里
山
整

備
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
も
有
効
と
考

え
る
が
、
現
在
は
対
応
し
て
い
な
い
。

こども園建設のため伐り出された
市有林のカラマツ

森
林
や
里
山
整
備
の

推
進
に
譲
与
税
の
活
用
を

　
問	

明
科
が
過
疎
に
指
定
さ
れ
た
。
過
疎
地

域
発
展
特
措
法
に
よ
り
、
国
か
ら
受
け

ら
れ
る
支
援
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め

の
組
織
と
計
画
策
定
の
方
法
を
問
う
。

市
長	

計
画
案
を
12
月
定
例
会
に
提
出
す
る
た

め
に
明
科
地
域
の
現
状
や
課
題
・
事
業
・

状
況
を
取
り
ま
と
め
て
策
定
を
進
め
て

い
る
。
意
見
聴
取
や
計
画
案
へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
す
る
。

　
問	

駅
、
子
ど
も
園
、
小
中
学
校
に
近
い
宅

地
に
適
し
た
農
地
が
田
園
環
境
区
域
に

指
定
さ
れ
、
宅
地
化
が
進
ま
な
い
。
過

疎
対
策
事
業
で
進
め
ら
れ
な
い
か
。

建
設	

人
口
増
加
対
策
や
移
住
定
住
対
策
と
し

て
の
観
点
か
ら
有
効
と
考
え
る
。
事
業

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
問	

押
野
山
土
取
跡
地
の
市
有
地
７
ha
に
、

水
災
時
の
避
難
施
設
を
兼
ね
備
え
た
一

番
経
済
効
果
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

建
設
を
国
支
援
で
で
き
な
い
か
。

市
長	
様
々
な
意
見
を
伺
い
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
他
の
用
途
も
含
め
検
討
し
た
い
。

避
難
施
設
は
別
途
検
討
し
た
い
。

　
問	

明
科
地
域
は
２
７
８
戸
の
空
き
家
が
あ

る
。
国
の
支
援
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業
や
移
住
定
住
に
つ
な
げ

る
具
体
的
な
施
策
は
。

生
活	

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
他
部
署
や
住
民
活
動
団
体
な

ど
と
連
携
し
、
空
き
家
の
利
活
用
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　
問	

明
科
駅
か
ら
東
京
や
金
沢
へ
は
松
本
駅

よ
り
短
時
間
で
行
け
る
。
駅
前
整
備
が

竣
工
し
た
時
点
で
、
大
規
模
竣
工
イ
ベ

ン
ト
と
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

市
長	

非
常
に
い
い
機
会
と
と
ら
え
、
あ
や
め

祭
り
や
廃
線
敷
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
絡
め
た
企
画
な
ど
効
果
的
な
事

業
が
で
き
な
い
か
関
係
部
署
と
検
討
し

て
い
く
。

会派 あづみ野
宮下 明博

明科駅前完成イメージ図

明
科
地
域
の
人
口

減
少
対
策

不
登
校
問
題
に
つ
い
て

※

※

※
ス
ト
マ
…
消
化
管
や
尿
路
の
疾
患
な
ど
に
よ
り
、
腹
部
に
便
又
は
尿
を
排
泄
す
る
た
め
に
造
設
さ
れ
た
排
泄
口
の
こ
と
。

※
医
療
的
ケ
ア
児
…
疾
患
や
障
が
い
が
あ
り
、
人
工
呼
吸
器
に
よ
る
呼
吸
管
理
、
痰た
ん
の
吸
引
な
ど
医
療
行
為
が
必
要
な
子
ど
も
の
こ
と
。
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

危
機
管
理
構
想
に
つ
い
て

会派 あづみ野
大竹 啓正

　
問	

天
変
地
異
か
ら
感
染
症
に
至
る
ま
で
予

想
さ
れ
る
非
常
事
態
が
多
岐
に
渡
る
。

危
機
管
理
部
門
の
役
割
は
重
要
。
今
回

の
組
織
改
編
は
誠
に
適
宜
。
危
機
管
理

の
想
定
範
囲
と
計
画
を
伺
う
。

危
機	

業
務
範
囲
の
変
更
は
無
い
。
行
政
組
織

の
指
揮
系
統
が
明
確
に
な
り
連
携
、
協

力
が
強
化
さ
れ
危
機
事
案
に
迅
速
、
的

確
に
対
応
。

　
問	

今
ま
で
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭
化
計
画
策
定
に
着
手

し
な
か
っ
た
理
由
は
。

危
機	

国
土
強
靭
化
計
画
の
認
識
が
弱
か
っ
た
。

　
問	

非
常
事
態
を
想
定
し
た
組
織
改
編
等
の

対
策
の
迅
速
さ
は
大
い
に
評
価
。
国
家

財
政
逼ひ

っ
ぱ
く迫

の
折
、
今
か
ら
国
土
強
靭
化

計
画
の
補
助
金
交
付
は
間
に
合
う
の
か
。

あ
ら
ゆ
る
有
事
を
想
定
し
た
社
会
基
盤
、

公
共
施
設
の
保
護
策
及
び
退
避
壕ご

う

の
設

置
計
画
は
。

市
長	
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
が
無
く

驚
い
た
。
所
管
庁
の
知ち

き己
か
ら
早
期
策

定
を
促
さ
れ
、
急き

ゅ
う
き
ょ遽

作
成
し
た
。
補
助

の
遅
延
は
可
能
な
限
り
県
と
の
連
携
を

深
め
、
関
係
省
庁
の
知
己
を
動
員
し
万

全
の
対
応
を
す
る
。
退
避
壕
設
置
は
国

費
が
望
ま
し
い
。
公
共
施
設
、
社
会
基

盤
の
耐
震
、
長
寿
命
化
を
進
行
す
る
。

　
問	

公
用
語
に
横
文
字
の
乱
用
が
目
に
付
く
。

行
政
発
の
文
書
は
誰
に
で
も
理
解
、
正

確
に
伝
達
可
能
な
言
語
を
使
用
す
べ
き
。

総
務	

市
と
し
て
も
片
仮
名
用
語
を
安
易
に
使

用
せ
ず
、
分
か
り
易
い
表
現
と
す
る
よ

う
職
員
に
も
周
知
す
る
。

市
長	

日
本
語
の
大
切
さ
は
実
感
、
一
定
の
横

文
字
は
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
乱
用
は

戒
い
ま
し

め
る
べ
き
。
分
か
り
易
い
文
章
は
も

と
よ
り
、
美
し
い
日
本
語
を
大
切
に
、

伝
わ
り
易
い
言
葉
を
正
し
く
使
う
べ
き
。

重要な社会基盤（真々部配水池）

公
文
書
等
の
外
国
語
使
用
の
是
非

　
問	

収
蔵
と
博
物
館
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

収
蔵
問
題
と
博
物
館
の
検
討
を
進
め
る
。

　
問	

市
の
美
術
館
、
博
物
館
、
資
料
館
、
文

書
館
、
図
書
館
等
の
収
蔵
庫
の
拡
充
を
。

教
長	

資
料
の
整
理
を
継
続
し
、
収
蔵
場
所
の

確
保
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
問	

購
入
や
寄
贈
受
け
入
れ
の
規
約
整
備
を
。

教
部	

資
料
の
収
集
方
針
や
基
準
は
検
討
す
る
。

　
問	

美
術
館
を
含
む
市
の
博
物
館
協
議
会
に

図
書
館
代
表
も
含
め
て
連
携
を
。

教
部	

施
設
を
超
え
た
連
携
に
努
め
て
い
く
。

　
問	

推
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

共
生
社
会
づ
く
り
計
画
に
は
多
文
化
共

生
に
関
わ
る
計
画
も
盛
り
込
ん
で
い
く
。

　
問	

単
独
の
多
文
化
共
生
推
進
計
画
策
定
を
。

政
策	

共
生
社
会
づ
く
り
計
画
に
多
文
化
共
生

の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
問	

日
本
語
指
導
教
室
は
県
加
配
教
員
が
い

る
穂
高
西
小
学
校
だ
け
な
の
で
拡
充
を
。

教
長	

今
後
も
市
の
状
況
を
県
に
伝
え
て
い
く
。

　
問	

小
中
学
校
で
の
日
本
語
教
育
を
多
文
化

共
生
支
援
団
体
等
に
委
託
を
。

教
部	

児
童
生
徒
が
大
幅
に
増
加
の
場
合
、
委

託
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
問	

施
策
へ
の
反
映
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

実
現
可
能
性
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
る
。

　
問	

児
童
館
等
に
お
け
る
子
育
て
支
援
拠
点

施
設
の
強
化
、
地
域
に
お
け
る
「
子
育

て
ひ
ろ
ば
」
の
設
置
と
運
営
に
支
援
を
。

教
部	

利
便
性
の
高
い
児
童
館
を
目
標
に
子
育

て
ひ
ろ
ば
の
取
り
組
み
の
検
討
を
再
開
。

　
問	

学
校
プ
ー
ル
の
集
約
化
・
市
営
室
内
温

水
プ
ー
ル
の
建
設
検
討
を
期
待
す
る
が
。

教
長	

１
校
１
プ
ー
ル
を
維
持
し
最
大
限
活
用
。

商
工	

用
地
や
財
源
問
題
等
で
非
常
に
難
し
い
。

美
術
作
品
や
博
物
の
収
蔵
と

新
市
立
博
物
館
構
想
は

政和クラブ
林　 孝彦

老朽化した豊科郷土博物館
新市立博物館は？

無会派（会派）
増田 望三郎

　
問	

医
療
的
ケ
ア
児
が
24
時
間
診
療
体
制
の

あ
る
病
院
か
ら
退
院
し
、
在
宅
で
の
家

族
生
活
に
移
行
す
る
際
、
市
か
ら
家
庭

に
何
か
働
き
か
け
は
あ
る
の
か
。

保
健	

状
況
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
を
行
い
、
必

要
な
情
報
提
供
を
行
う
。
精
神
的
ケ
ア

を
含
め
、
個
別
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
各
乳
幼
児
健
診
の
対
象

時
期
に
地
区
担
当
保
健
師
が
保
護
者
へ

連
絡
し
、
子
ど
も
の
様
子
や
生
活
状
況
、

困
り
ご
と
が
な
い
か
き
い
て
い
る
。

　
問	

医
療
的
ケ
ア
児
の
日
常
生
活
へ
の
支
援

は
。
市
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
医

療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制

や
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉	

今
、
一
番
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

看
護
職
員
が
い
る
事
業
所
が
少
な
い
と

い
う
現
状
。
事
業
所
の
体
制
の
見
直
し
、

ス
タ
ッ
フ
等
の
養
成
が
こ
れ
か
ら
の
課

題
に
な
っ
て
く
る
。

　
問	

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
の
施
行
で
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
強
化
が
あ
る
の
か
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉	

医
療
的
ケ
ア
児
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、

ま
た
病
状
に
応
じ
、
主
治
医
を
は
じ
め

関
係
機
関
の
多
職
種
の
チ
ー
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
で
連
携
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

障
害
保
健
福
祉
圏
域
ご
と
に
医
療
的
ケ

ア
児
支
援
推
進
連
絡
協
議
会
が
設
置
さ

れ
た
の
で
、圏
域
の
中
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
設
置
の
協
議
を
進
め
る
。

　
問	
医
療
的
ケ
ア
児
を
持
つ
親
た
ち
に
よ
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
活
動
が
立
ち
上
が
っ

て
い
る
。
当
事
者
た
ち
を
孤
立
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
市
は
ど
う
関
わ
る
か
。

保
健	

当
事
者
の
希
望
や
地
域
の
実
情
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
保
健
師
が
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
。

輝ける命がさらに輝けるように社会的支援を

医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
が

輝
け
る
人
生
に

議
会
か
ら
市
へ
の
政
策
提
言
の
施
策

へ
の
反
映（
子
育
て
ひ
ろ
ば
と
プ
ー
ル
）

共
生
社
会
づ
く
り
と
多
文
化
共
生
推
進

　
問	

市
は
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
、
安
曇
野
自
然
保
育

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ

を
支
え
る
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
配

置
基
準
の
引
上
げ
や
給
与
な
ど
待
遇
改

善
を
図
っ
て
こ
そ
力
も
発
揮
さ
れ
る
。

国
に
対
し
て
も
要
望
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

総
務	

近
隣
市
で
協
調
し
て
い
く
べ
き
課
題
だ
。

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　
問	

保
護
者
と
保
育
士
の
負
担
と
、
感
染
症

な
ど
衛
生
面
の
問
題
か
ら
、
こ
れ
が
有

効
な
子
育
て
支
援
に
な
る
。
さ
ら
に
私

立
園
に
つ
い
て
も
同
様
に
す
べ
き
だ
。

教
部	

今
、
検
討
し
て
い
る
。

　
問	

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

	

ー
の
食
材
の
価
格
上
昇
分
に
臨
時
交
付

金
を
当
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
長
期

的
に
は
、
無
償
化
に
向
け
て
一
定
割
合

の
軽
減
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
部	

臨
時
交
付
金
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

給
食
費
の
全
額
、
あ
る
い
は
一
部
の
無

償
化
は
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。

　
問	

保
護
者
負
担
の
増
加
や
指
導
者
の
確
保
、

指
導
者
の
報
酬
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

教
部	

保
護
者
負
担
の
増
加
と
指
導
者
へ
の
報

酬
に
つ
い
て
は
、
国
の
支
援
事
業
な
ど

を
活
用
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
指

導
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
と
連
携
し
て
、
解
決
に

向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ど
の

よ
う
な
形
が
い
い
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の

待
遇
改
善
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

長野県はワースト２！
保護者・園の負担軽減を！

中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行

使
用
済
み
紙
お
む
つ
は
園
で
処
分
を

給
食
費
の
値
上
げ
を
し
な
い
た
め
に
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６月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
問	

安
曇
野
の
名
を
広
め
た
小
説
「
安
曇
野
」

を
10
年
か
け
て
書
き
つ
づ
っ
た
臼
井
吉

見
は
６
月
の
安
曇
野
を
と
り
わ
け
愛
し

た
。
安
曇
野
の
美
し
い
景
観
を
残
す
た

め
の
施
策
や
思
い
な
ど
、
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

市
長	

安
曇
野
の
景
観
の
美
は
、
背
後
に
北
ア

ル
プ
ス
の
秀し

ゅ
う
れ
い麗

な
山
並
み
、
昔
は
レ
ン

ゲ
、
今
は
田
植
え
が
終
わ
っ
て
ア
ル
プ

ス
が
反
映
し
た
田
ん
ぼ
。
拾
ケ
堰
や
勘

左
衛
門
堰
等
、
屋
敷
林
や
ワ
サ
ビ
田
が

広
が
る
と
い
う
こ
れ
ら
自
然
の
営
み
で

あ
る
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
営
み
と
そ
の

自
然
の
美
し
さ
が
両
方
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
、
安
曇
野
の
景
観
で
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
自
然
や
景
観
を
守
る
と
い
う
こ

と
は
、
誰
も
が
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い

と
感
じ
て
も
ら
え
る
街
に
す
る
た
め
に

非
常
に
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

あ
る
。

　
問	

景
観
条
例
制
定
後
、
景
観
重
要
建
造
物

や
景
観
重
要
樹
木
の
指
定
が
ま
だ
な
い
。

安
曇
野
に
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
大
樹

や
建
造
物
が
数
多
く
あ
る
。
穂
高
神
社

大
門
に
あ
る
大お

お
け
や
き欅、
吉
野
荒あ

ら
い
ど
う

井
堂
の
大お

お

銀い
ち
ょ
う杏

、
堀
金
田
多
井
の
観
音
堂
の
枝し

だ垂

れ
桜
、
三
郷
南
小
倉
の
枝
垂
れ
彼
岸
桜
、

明
科
の
小こ

び
な
た

日
向
の
椚く

ぬ
ぎ、

穂
高
駅
前
に
あ

る
銀
座
の
柳
２
世
。
指
定
が
で
き
れ
ば

景
観
計
画
の
周
知
に
も
つ
な
が
り
、
大

河
ド
ラ
マ
や
映
画
の
ロ
ケ
等
の
誘
致
に

大
き
な
材
料
と
な
る
が
。

建
設	

指
定
を
行
う
と
、
周
辺
地
域
と
共
に
良

好
な
景
観
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
一
定
の
制
限
も
生
じ
る
。
ま
ず
は

市
の
所
有
す
る
建
造
物
や
樹
木
の
中
に

指
定
す
べ
き
も
の
が
な
い
か
、
景
観
審

議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

安
曇
野
の
美
し
い

原
風
景
を
残
し
た
い
！

無会派（会派）
増井 裕壽

夕焼けが美しい安曇野

無会派（会派）
小林 純子

　
問	

柔
軟
剤
等
の
香
り
の
害
「
香
害
」
は
、

に
お
い
や
香
り
の
好
き
ず
き
と
い
っ
た

問
題
で
は
な
く
、
合
成
香
料
の
基
で
あ

る
危
険
な
化
学
物
質
が
空
気
中
に
氾
濫

し
て
い
る
深
刻
な
問
題
だ
。
市
役
所
を

は
じ
め
と
す
る
市
の
公
共
施
設
で
は
、

職
員
が
柔
軟
剤
等
の
香
り
付
け
製
品
を

な
る
べ
く
使
わ
な
い
等
、
香
り
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務	

職
員
が
香
害
を
正
し
く
認
識
す
る
た
め

に
、
市
の
産
業
医
と
も
相
談
し
て
い
く
。

教
部	

こ
れ
ま
で
も
家
庭
向
け
通
知
等
で
周
知

し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
他
部
局
と
も
連

携
し
香
害
対
応
を
研
究
し
て
い
く
。

保
健	

平
成
30
年
か
ら
市
独
自
に
香
料
自
粛
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
掲
示
し
て
い
る
が
、

ま
ず
は
化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。

　
問	

香
害
の
危
険
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
昨
今
、
さ
ら
な
る
情
報
発
信
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

教
部	

従
来
の
通
知
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
取
り

組
み
に
加
え
、
公
立
の
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
で
も
、関
係
者
へ
周
知
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

保
健	

広
く
一
般
市
民
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
香
害
の
啓

発
を
行
い
た
い
。

　
問	

香
害
に
よ
っ
て
化
学
物
質
過
敏
症
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
診
断
で

障
害
者
手
帳
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
。

福
祉	

化
学
物
質
過
敏
症
自
体
を
条
件
と
し
た

手
帳
の
取
得
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
が

元
で
様
々
な
症
状
が
出
て
生
活
に
支
障

を
き
た
す
な
ど
、
医
師
か
ら
診
断
さ
れ

れ
ば
障
害
者
手
帳
の
申
請
が
で
き
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
文
科
省
通
知
の
波
紋
～
市
教
委
の
対
応
は国の５省庁が連名で作成した香害ポスター

化
学
物
質
過
敏
症
の
認
識
を

広
め
香こ

う
が
い害

対
策
を

会派 あづみ野
内川 集雄

　
問	

南
農
高
校
が
お
米
甲
子
園
に
参
加
し
て

い
る
。
認
知
度
ア
ッ
プ
に
市
の
応
援
が

必
要
で
あ
り
、
応
援
で
き
る
環
境
を
構

築
し
て
、
応
援
を
盛
り
上
げ
た
い
。
市

長
の
考
え
は
。

市
長	

出
場
時
に
は
、
市
の
広
報
等
で
紹
介
さ

せ
て
も
ら
う
な
ど
、
状
況
に
応
じ
、
必

要
な
応
援
を
し
た
い
。

　
問	

米
の
消
費
拡
大
と
地
産
地
消
の
一
環
と

し
て
、
平
成
25
年
か
ら
学
校
給
食
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
米
粉
パ
ン
の
利
用
状
況
、

そ
れ
に
対
す
る
課
題
、
取
り
組
み
は
。

教
部	

１
食
当
た
り
の
単
価
は
、
標
準
の
小
麦

の
パ
ン
に
対
し
て
米
粉
パ
ン
は
20
円
ほ

ど
高
い
。
米
粉
パ
ン
の
評
判
は
よ
く
、

児
童
生
徒
か
ら
、
米
の
甘
み
と
モ
チ
モ

チ
感
が
い
い
と
い
っ
た
感
想
も
聞
か
れ
、

人
気
の
高
い
献
立
の
一
つ
。
食
育
の
推

進
の
観
点
か
ら
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
献
立
に
加
え
た
い
。

　
問	

あ
や
め
公
園
で
の
管
理
者
の
高
齢
化
、

人
手
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
対
応
は
。

建
設	

ア
ヤ
メ
の
栽
培
を
継
続
し
、
栽
培
技
術

を
地
域
で
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

あ
や
め
保
存
会
と
連
携
し
、
あ
や
め
公

園
で
の
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
取

り
組
み
を
検
討
す
る
。

　
問	

前
川
で
の
カ
ヌ
ー
ニ
ジ
マ
ス
カ
ッ
プ
の

選
手
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
明
科
町
か
ら
安
曇

野
市
に
。

市
長	
令
和
５
年
度
開
催
に
向
け
て
は
、
地
元

の
皆
さ
ん
、
主
催
さ
れ
る
皆
さ
ん
か
ら

の
話
も
聞
い
て
、
考
え
て
い
く
。

南
農
高
校
お
米
甲
子
園
と

学
校
給
食
に
関
し
て

3 年ぶりに開催されたニジマスカップ

　
問	

今
議
会
に
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー

ス
に
関
す
る
補
正
予
算
も
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
新
た
に
整
備
・
造
成
す
る
計

画
は
あ
る
か
。

商
工	

啼て
い
ち
ょ
う鳥
山
荘
北
側
に
駐
車
場
と
マ
ウ
ン
テ

	

ン
バ
イ
ク
の
倉
庫
を
設
置
、
そ
の
東
側

	

に
初
級
者
が
気
軽
に
体
験
で
き
る
コ
ー

	

ス
を
整
備
す
る
予
定
。
車
両
に
つ
い
て

	

は
10
台
分
の
追
加
購
入
費
用
を
補
正
予

算
で
計
上
し
て
い
る
。

　
問	

主
に
文
字
情
報
の
み
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

の
情
報
発
信
に
、
写
真
を
添
付
す
る
な

ど
視
覚
情
報
を
使
っ
た
ら
ど
う
か
。

商
工	

今
後
で
き
る
だ
け
写
真
を
添
付
し
、
分

か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
コ
ー
ス
の
特
徴
を
生
か
し
た
動

画
配
信
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　
問	
令
和
４
年
の
新
入
団
員
は
26
人
、
退
団

者
は
１
０
５
人
で
あ
っ
た
。
４
月
現
在

の
団
員
は
７
６
７
人
で
、
充
足
率
は
80

	

％
で
あ
る
。
市
長
と
し
て
見
解
は
。

市
長	

団
員
数
の
減
少
と
い
う
の
は
、
地
域
防

災
力
の
低
下
を
招
く
も
の
で
、
喫き

っ
き
ん緊

の

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
問	

定
期
警
ら
回
数
に
つ
い
て
市
内
で
統
一

す
る
方
向
性
は
。

危
機	

市
全
体
で
基
準
を
統
一
す
る
方
向
で
、

令
和
４
年
度
内
に
は
決
定
し
た
い
。

　
問	

定
期
の
警
ら
活
動
に
対
し
て
の
報
酬
は
。

危
機	

支
給
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
問	

今
後
に
つ
い
て
は
、
団
員
の
声
も
聴
き

つ
つ
、
持
続
可
能
な
消
防
団
を
形
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

礎
い
し
ず
え

と
す
る
た
め
に
も
団
員
ア
ン
ケ
ー
ト

の
早
期
実
施
を
望
む
が
。

危
機	

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
幹

部
や
安
曇
野
市
消
防
団
員
確
保
対
策
委

員
会
と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
市
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス

の
今
後
は

政和クラブ
矢澤 毅彦

レンタルバイクは３サイズで 10 台配備済み

安
曇
野
市
消
防
団
に
つ
い
て

拾
ケ
堰
前
川
カ
ヌ
ー
ｄでｅ
誘
客
、

そ
し
て
花
菖
蒲
で
勝
負
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トリセツ
（トリセツ＝取扱説明書）

安曇野市議会の
その８

 空き家対策の提言の取り組みは。耕作放棄地との関
係で関心がある。総務環境委員会での提言はどういうも
のか。それに対して市の対応は。

 委員会では、地域で空き家を詳しく把握している区
の活動への支援、耕作放棄地対策と移住定住の促進策も
兼ね、空き家と農地を活用できる連携体制の創設、民間
活力を生かした空き家リノベーションの促進を提言とし
てまとめました。
　市は、令和４年４月から移住定住推進課を設け、移住定
住の推進と空き家活用を進める体制です。また、国の地域
再生法が改正され、市もその方向で動いているので、議会
としても市の空き家対策をしっかり見ていきたいです。

 上下水道事業の予算について。下水道は布設管の老
朽化で、布設替えなどで財政的に厳しくなる。その点は
委員会で論議されているのか。

 委員会では、下水道予算についてのご指摘の点を取
り上げて、特に話し合いをしてはいませんが、人口減少
等による給水量の減少など、様々な課題について質疑を
繰り返しています。特に明科地域の下水道の接続につい
ては、一般質問でも取り上げられています。また排水管
の老朽化に伴う布設替えの課題等を計画的に進めていく
等の説明を受け、質疑をしながら、将来的に安定した経
営がなされていくよう見ていきます。

 議会や委員会を ICT、オンライン化することはなぜ
できないか。障がいになっていることはあるか。
　委員会や議会は直接会って行うものと思うが、オンラ
インも一つのツールとして使えばいいと思う。

 議長から、議会運営委員会に５つの課題について諮問
され、そのうちの１つが常任委員会のテレビ放映です。３
月定例会でも、常任委員会のインターネット中継を求める
陳情がありました。
　現在、本会議ではテロップも出して放映していますが、
常任委員会の会場となる全員協議会室には、カメラと集音
マイクは設置されていますが、個々の委員を映すなどの機
能がなく、あづみ野テレビの放映もできない状況から、機
能改善について行政でも検討頂いている状況です。
　また、早期の議会の ICT 化を目指し、議会としてＩＣ
Ｔ研究会を立ち上げ、タブレット端末等の導入等につい
て検討しています。

 今回の報告会開催についての広報が不十分ではな
いか。インターネット等に不慣れな人たちをどのように
フォローするのか。

 コロナ禍のため、当初の２月５日開催を見合わせた
後、年度内の開催を目指したため、告知が不十分でした。
　オンラインで開催したことで、悪天候の時でも実会場
に来なくても参加ができました。
　場所や距離を考えずに参加できるメリットがあります。
　第９回（７月 23 日開催済み）の議会報告会は、オンラ
インと実会場とを合わせたハイブリッド開催で行うので、
インターネット等に不慣れな人たちをフォローしていき
ます。

 第７回の議会報告会に出されていた議会モニター制
度は、どのように調査研究されたのか。期限を切って取
り組んでもらいたい。

 議会改革推進委員会ではまだ検討を進めていません。
今期の中で、やるかやらないかも含めて検討をします。

  空き家対策に関する提言について【総務環境委員会】

  下水道事業について【経済建設委員会】

  議会の ICT 化について【議会 ICT 研究会】

  議会報告会について【議会改革推進委員会】

  議会モニター制度について【議会改革推進委員会】

問 問

問

問

問

答 答

答

答

答

第８回議会報告会（令和４年３月26日開催）で
市民のみなさんから寄せられた
ご意見・ご質問にお答えします！続・議

会報
告会

 海外に行く学生向けの奨学金制度を新たに作ってほ
しい。市として制度化していくよう市議会としても積極
的に検討してほしい。

 市は現在、国内の大学に行く人に対して貸付制度が
あります。海外にも適用できるかどうかは、市議会とし
ても議論できればと思います。陳情や請願を出してもら
うこともよいと思います。海外への奨学金制度の創出は
価値ある議論であり、国内外を問わず、給付制度の検討
もできればと思います。

  海外留学のための奨学金制度について【福祉教育委員会】

問

答

政務活動費の収支報告

　議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派に対し、議員一人当たり年額 12 万円の政務活動費が
交付されます。
　令和３年 10 月の議員改選後、令和３年 11 月～令和４年３月分の一人当たり５万円が交付され、年度末に精算しました。
　政務活動費の収支報告書及び領収書等については、議会ホームページで公表しています。また、議会事務局でも閲覧
できます。

令和３年度 政務活動費の実績内訳表（第５期議員　令和３年11月～令和４年３月分）

日本共産党
安曇野市議団 政和クラブ 無会派（会派） 会派  あづみ野 合計

人数 ３人 ６人 ４人 ９人 22 人
収入 当初交付額 150,000 300,000 200,000 450,000 1,100,000

支出

調査研究費 88,869 9,945 98,814
研修費 18,000 1,250 19,250
資料作成費 200 16,800 17,000
資料購入費 4,355 31,130 11,692 47,177
広報広聴費 113,672 111,989 225,661
小計 136,227 119,999 151,676 0 407,902

返金額 13,773 180,001 48,324 450,000 692,098 議会ホーム
ページへ

金額単位：円

議員の仕事は何？

5 月 23 日 議会運営委員会・全員協議会 議案の検討

5 月 30 日　開会 本会議 市長の議案説明 議案に対する質疑の提出

6 月 9・10・13 日 本会議 一般質問

6 月 13 日 本会議 質疑に対する執行部（市長）答弁

6 月 14 ～ 16 日 ３常任委員会で議案と請願・陳情を分担して審査
（総務環境委員会・福祉教育委員会・経済建設委員会）

6 月 17 ～ 21 日 常任委員会の審査結果の検討、質疑・討論の通告

6 月 22 日　閉会 本会議 ◇常任委員会の審査報告に対する質疑・討論・採決
◇議員提出議案の説明・質疑・討論・採決

議会の委員会など 会派・議員

議会運営委員会 
議会改革推進委員会 

（議会報告会の運営など）
議会広報特別委員会 

（議会だよりを年４回発行など）
議会 ICT 研究会 
一部事務組合等議会

３常任委員会

・政策提言のための
  各種研究・調査活動
・視察研修
・継続案件の審査　など

・一般質問のための準備　など
・調査・研究・研修・他自治体議員
　との交流
・市民との意見交換
・市民要望の実現
・市民への活動報告
・市民の生活相談
・市民と共に活動

＊緑字は議員・議会と市民の接点です。

通
年
で
は

例えば６月定例会では

こ
こ
へ
つ
な
が
り
ま
す

　第 66 号の特集記事「初　オンライン de 議会報告会」で速報した内容について、詳細を掲載します。
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ずくだせ！議会だより

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
、

２
０
１
７
年
４
月
13
日
の
熊
本

地
震
、
昨
日
ま
で
の
日
常
が
あ
っ
と
い
う
間
に
非

日
常
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
怖
は
記
憶
に
新
し
い
と

思
い
ま
す
。
あ
れ
以
降
、
各
自
治
体
、
も
ち
ろ
ん

安
曇
野
市
も
地
域
の
様
々
な
団
体
と
災
害
時
の
協

定
を
結
び
、
い
ざ
と
い
う
時
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ

に
と
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
報

道
で
目
に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

先
の
震
災
を
思
い
起
こ
し
て
み
る

と
、
い
ざ
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ

た
際
、
市
民
が
身
を
寄
せ
る
場
所
は
や
は
り
公
共

の
施
設
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
三
郷
地
域
で
建
て
直
し
が
行
わ

れ
て
い
る
認
定
こ
ど
も
園
や
、
図
書

館
が
ほ
ぼ
オ
ー
ル
電
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
危
機

感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
確
か
に
電
気
は
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

し
か
し
、
い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
特
に
公
共
施
設
は
リ
ス
ク
の
分
散
の
た

め
に
も
備
蓄
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
石
油
、
ガ
ス
、

薪
ス
ト
ー
ブ
等
）
の
利
用
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

平
成
29
年
度
情
報
通
信
白
書
の
中

に
も
、
東
日
本
大
震
災
で
は
電
力

の
完
全
復
旧
ま
で
３
カ
月
、
ガ
ス
は
２
カ
月
。
熊

本
地
震
で
は
電
力
は
１
週
間
、
ガ
ス
は
２
週
間
程

度
か
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
被
害

状
況
に
よ
っ
て
使
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
復
旧
に
差

が
あ
る
以
上
、
い
ざ
と
い
う
時
ど
の
よ
う
な
災
害

に
も
柔
軟
に
対
応
出
来
る
よ
う
な
施
設
の
在
り
方

を
、
議
会
で
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山の神を大切にしたい！
　おらほの山に入ってみた。山の神様を祀

まつ
った祠

ほこら
が崩

れ落ち、葉っぱに埋もれ無残な姿。山の恩恵に感謝し、
幼少の頃ご馳走を持ち寄り、祠の前での宴が楽しみ
だった。山の神は女神様（十

じゅうにさま
二様と言って一年に 12

人子を産むと伝わる）を祀る祠には、お供え物と一緒
に大きな三

みつまた
又の木が供えられてあった事には（何故か

は書かないが）合点がいく。
　時代が変わり十二様のお祀りは途絶え、私の地域で
続く女性の集まり二十二夜様（陰暦二十二日の夜、念
仏を唱え、安産や子育て、無病息災を祈願）も已

や
める

話もあり寂しい限り。長年連れ添う、我が家の山の神
に感謝をし、「湯多里山の神」の湯
にゆったり浸かり、英気を養いズク
出し地域の課題に取り組む。

　委員　内川 集雄　

議会広報特別委員会
　委 員 長　増井裕壽　副委員長　小林純子
　委 　 員　矢澤毅彦　 大竹啓正　 岡村典明　　 辻谷洋一
　　　　　　橋本裕二　 臼井泰彦　 猪狩久美子　 内川集雄

松岡　治信さん

（三郷）

９月議会　定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの受付締め切りは、
議会事務局にお問い合わせください。開会時間は、本会議 10：00 ～
常任委員会9：00～　日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

暮らしを支えるなかよしエネルギー三兄弟

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
行為の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』
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